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　冨坂でございます。今、髙橋センター長の方から
過分なご紹介を頂戴いたしましたけれども、実は、
私は先ほどお話しされました大澤先生と、大学は違
いますけれども、同級生でございまして、かれこれ
もう20数年のおつき合いをさせていただいておりま
す。その20数年の間に大澤先生の方は、本日のメイ
ンタイトルにあります「中・近世大坂の寺院と歴史
資料遺産」ということに結実されるようなご研究を
なさっている一方で、私の方はその日稼ぎの仕事を
しておりまして、まとまった話もございません。そ
の差が、「第４回　NOCHSレクチャーシリーズ」の
タイトル（中・近世大坂の寺院と歴史資料遺産）にあ
らわれているように、おまけのお話という次第であ
ります。
　ご紹介いただきましたように、私、史・地81－87
というのが入学したときの学籍番号であったという
ふうに記憶しておりますから、昭和56年の入学なん
です。大学学部、それから大学院修士課程、大学院
博士課程とご指導いただき、博士課程は単位取得退
学しております。
　職歴といたしましては、20年前になるんですが、
和歌山で県史編纂の仕事をした後、大阪の南にござ
います、今日も大澤先生のお話の中にも出てきまし
た『貝塚御座所日記』を持っております願泉寺とい
うお寺のある貝塚市というところで10年ほど働いて
おりまして、平成10年のちょうどこのぐらいの時期
（１月中旬）に文化庁の方に参りました。平成16年
度末までおりまして、17年度から現在の、レジュメ
には東京国立博物館と書いてございますが、講師紹
介のところに長い肩書がございまして、昔は東京国
立博物館で済むところが、現在かように（独立行政
法人国立博物館東京国立博物館文化財部列品課主任
研究員）長い名前になってございまして、そういう
ところで主に「歴史資料」、それから書跡並びに古
文書の取り扱いを中心に仕事をしているというよう
な次第でございます。
　そのような私が、藪田先生の方から「せっかく文
化庁というところにいて、歴史資料というものを取
り扱う部署に配属され、そこで７年ほど仕事をして
いたのだから、その経緯を踏まえて、いろいろと実
情を皆さまの前でお話をしなさい」というようなこ
とを、12月にお電話で連絡を受けまして準備したも
のが、本日お手元にお配りしておりますものです。
　ただ、本日の緑色の案内チラシの（裏面）「開催
にあたって」のところで、「歴史資料」について、
こういうものであるということを、非常にすっきり
とおまとめになっています。
　「歴史資料」というものは、「1975年の文化財保護
法の改正による文化財の名称で、歴史上のできごと
や人物の足跡などを系統的かつ包括的に保存するこ
とを目的とされ、これまで、慶長遣欧使節関係資
料、東大寺の戒壇院の指図、法隆寺枡、徳川家康関
係資料などが指定されています」ということで、私
国指定文化財・歴史資料の現状と課題
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がこれから小一時間しゃべろうという内容は、ここ
にほぼ凝縮され、非常に的確におまとめいただいて
おります。ここで「歴史上のできごとや人物の足
跡」というところをぜひ初めにご記憶いただきまし
たら、後々の話が非常にわかりよかろうというふう
に思います。
　いろいろとレジュメを用意いたしましたので、簡
単に紹介をしておきますと、ホッチキス留めのもの
が３つ、狭い机の上に広げるには申しわけないので
すが、いわゆるレジュメ式のものが「第４回　
NOCHSレクチャーシリーズ」の下に「国指定文化
財・歴史資料の現状と課題」というふうにまとめた
ものと、あと二組は資料でございます。横組みのも
のがありますけれども、これは後ほど時間の許す限
り、写真を用意してまいりましたので、ご紹介いた
しますが、過去に国の指定に当たる重要文化財並び
に国宝に指定された「歴史資料」の一覧を用意いた
しました。こういうものを本日は用意いたしており
ます。
Ｉ　文化財としての歴史資料
ⅰ． 「歴史資料部門」の設置と国指定の推進  
　～文化庁の取り組み
　非常に便利な世の中になりまして、最近はインタ
ーネットでお手軽にいろんな資料が集められる、見
られるような時代になってまいりました。私が話す
ようなことは、実は、なかなかご覧になる機会もな
いかと思います。（パワーポイントで文化庁のホー
ムページを指して）これが文化庁のホームページな
んですね（http://www.bunka.go.jp/）。こちらの方
に、私がこれからお話しするような内容がいろいろ
とまとめられてございます。
　この文化庁のホームページを見ていただきました
ら、おわかりになるかと思うのですけれども、こち
らの方がいろいろと内容、項目が書いているんです
が、そのもう一つ上の「文化財の保護」という項目
がございまして、ここのところをいろいろ見ていた
だきますと、いわゆる文化財行政、それから法律
が、ここのところにいろいろと周知されておりま
す。
　あと、先ほど、これまで指定されてきた一覧等も
ご紹介いたしましたけれども、それはこちらの「国
指定文化財等検索システム」というのがつくられま
して、そちらの方をたどっていただきますと、いろ
んな指定文化財を見ていくことができることになっ
ております。
　なかなか聞きなれない話や言葉とか、聞きなれな
い概念のお話になって恐縮なのですけれども、どう
しても最初は「歴史資料」というものがどういうも
のであるのか、ということを少しお話しすることか
ら始めさせていただかなければならないと思い、ま
ずは、レジュメの「Ⅰ．文化財としての歴史資料」
を年表式に見ていこうと用意いたしました。こちら
の資料の、おわかりになりますでしょうか。Data.1
「関連事項年表」を用意いたしましたので、どうぞご
覧いただきたいと思います。（後掲【資料】Data.1）
　案内チラシにも書かれてあったのですが、昭和50
年でございます。文化財保護法が法隆寺の火災をき
っかけに昭和25年に制定されるのですが、昭和50年
にその一部改正が行われるわけです。保護法制定、
それから四半世紀を経て、一部が改正されたことに
なります。我々、簡単に保護法と当たり前に使って
おりますけれども、いわゆる国の指定の文化財とい
いますのは、この文化財保護法に基づいてすべての
出来事が決められているという、大もとの法律であ
ります。その大もとの法律の一部が改正されました
のが昭和50年のことです。
　これがどう変わったかと申しますと、次のData.2
「文化財保護法第２条第１項」に、そこを抜き出し
ました。以下の文章です。
　「この法律で「文化財」とは、次に掲げるものを
いう」ということです。これは「建造物、絵画、彫
刻、工芸品、書跡、典籍、古文書その他の有形の文
化的所産で我が国にとって歴史上又は芸術上価値の
高いもの」、ここまでが、それまでの文化財保護法
でうたう文化財の概念なんですね。建物、絵画、彫
刻、髙橋センター長のご専門である工芸品、あと書
跡、典籍、古文書。それに加えて、「並びに考古資
料及び」の次、「その他の学術上価値の高い歴史資
料」というものが１項として加わり、法律が改正さ
れたということになります。ここで初めて、従来の
いわゆる美術品的な文化財に加えて、考古資料と歴
史資料という、いわゆる歴史資料的な性格を持つ有
形の文化財が、法律で言う文化財の対象として考え
られるようになったということです。
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　その法律の改正に伴いまして、同じ年の７月に文
化庁の美術工芸課のなかに「歴史資料」という部門
が設置されたわけです。それまでは、絵画は絵画と
いう部門があり、彫刻は彫刻という部門があり、工
芸は工芸という部門があったんですね。そういうそ
れぞれの部門ごとに専門分野の物件を扱うようにな
っていたわけなんですけども、それに加えて、「歴
史資料」を専ら扱う歴史資料部門というものが昭和
50年の法律の改正によってつくられたということに
なります。この法律の改正を受け、昭和52年から実
際に「歴史資料」の物件を指定することが始まり、
現在に至るということになります。
　後で横組みの表（レジュメDate.6　歴史資料指定
文化財一覧）をご覧いただければ結構なんですけれ
ども、昨年の６月、なぜ６月かと申しますと、これ
は法律に基づく行為ですので、官報というものに掲
載する必要があるんですね。それをもちまして初め
て法的に有効であるといいますか、周知することに
なるわけです。それが毎年告示されるのが６月です
ので、大体６月の日付をとるのですが、昨年の６
月、つまり平成18年度の段階で「歴史資料」は国宝
２件を含め、重要文化財が149件指定されたという
ことです。その後、登録２件と書いてありますけ
ど、これは後ほどまたご説明いたします。
　まず、ここまでの話をひとつご理解いただきたい
と思います。つまり、「歴史資料」といいますもの
は、従来の古美術的な文化財に加えて、学術的な価
値の高いものを網羅する形で「歴史資料」というも
のを文化財の対象として加えることになったわけで
す。ただ、それは「歴史資料」の中に従来の絵画、
書跡、古文書、彫刻で扱っていたような物件を含ま
ないのかといいますと、そうではなくて、むしろそ
ういうものを広く含んだものである、というふうに
ご理解いただけたらいいと思います。つまり、それ
までの各分野の物件を横断的にまたがる性格を持っ
ているものであるということになります。
ⅱ．「歴史資料」の概念の拡がり
　そして、そういうことから出発した「歴史資料」
の概念が次第に広がってまいります。レジュメのⅠ
-ⅱをご覧下さい。そこに①、②、③といたしまし
て特徴的な項目を上げました。
　まず、①が科学技術関係の資料ということです。
また資料の方に戻っていただきますと、Data.3「国
宝及び重要文化財指定基準」（抄）を掲げました。
この国宝及び重要文化財指定基準といいますのはい
わゆる文部省、今は文部科学省と申しますけれど
も、それの告示の形で出されているもので、重要文
化財を指定しようとするときの基本的な考え方、あ
るいはガイドライン、そういうものであるとお考え
いただけたら、よかろうと思います。
　そのなかで「歴史資料」の部、歴史資料文化財に
ついて若干変更が生じました。といいますのは、科
学技術という１項が分野として加わったということ
です。
　Data.3「国宝及び重要文化財指定基準」（抄）を
少し見ていきますと、新しく加わったものに加え
て、それまでどういうものを基準としてきたのかと
いうことをここで見ていただけると思います。ちょ
っと読んでみますと、重要文化財の指定に際しての
基準の１それは「政治、経済、社会、文化、科学技
術等我が国の歴史上の各分野における重要な事象に
関する遺品のうち学術的価値の特に高いもの」。次
に２としまして、「我が国の歴史上重要な人物に関
する遺品のうち学術的価値の特に高いもの」。３
「我が国の歴史上重要な事象又は人物に関する遺品
で歴史的又は系統的にまとまって伝存し、学術的価
値の高いもの」。４「渡来品で我が国の歴史上意義
が深く、かつ、学術的価値の特に高いもの」という
ふうになっております。
　こういうことからも、先ほど私が緑色の案内チラ
シが、非常によくまとめていただいている、という
ふうに申し上げたことが、ここでわかっていただけ
るのではなかろうかと思います。こういうような基
準が一応ございまして、これに沿ったかたちで毎
年、毎年、新しく指定文化財というのが登場すると
いう運びになっております。
　次に、特徴的なことといたしまして、②近代の文
化遺産ということが言えます。Data.4に「近代の文
化遺産の保存と活用に関する調査研究協力者会議」、
という会議が設置されます。ここで何を話したいか
と申しますと、要するに新しい時代のものについて
も目を向けなければならないような時代の趨勢にな
ってきたので、こういう会議が設置されたわけです
ね。
　これは、美術工芸品を対象とする話だけではなく
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て、建物も民俗文化財、史跡もです。最初に文化庁
の仕組みをお話したらよかったのですが、現在、文
化庁は４課から構成されております。
　（パワーポイントに映し出された図を指して）こ
れが現在の組織図です。文化庁のうちの緑の一番右
の列ですね。「文化財部」と称している部になりま
す。この中に、まず、「伝統文化課」というところ
がございまして、これは主に民俗関係でありますと
か、現代に伝えられている伝統技能であるとか、そ
ういうところを取り扱っているところですね。私が
これまで話してまいりましたのが「美術学芸課」、
―私が入りましたときは「美術工芸課」という名前
でしたが─がございます。主に美術品及び歴史資
料、考古資料を扱っているところで、それから、
「記念物課」がございます。記念物の技官は、こち
らのレクチャーシリーズで、一度お話をされたこと
があったそうですね。いわゆる天然記念物も含めま
した史跡等の管理をするところです。そして最後に
「建造物課」です。
　それぞれの分野にとりまして関係がある話だった
のですが、要は、それまでやっていないことはなか
ったんですけれども、さらに踏み込んで、戦後の高
度経済成長期までを視野に含めた文化財の保護の取
り組みをしなさい、というような提言を行った会議
です。これが平成８年で、この報告を受けたかたち
で、それ以降、時代で言いますと、明治以降、大
正、昭和という、いわゆる近代と呼ばれている時代
の物件について、国指定及び保護というものが進む
ことになりました。
　後ほどまた先ほどの指定の一覧表を見ていただけ
たらよろしいのですけれども、特にこの答申のござ
いました平成８年から後、―実際に反映されていく
のは平成９年以降ですが―「歴史資料」の指定を見
ていただくと分かりますように、それまでの指定と
比べまして、それ以降の指定が時代としましては新
しい時代を対象として取り上げているということが
おわかりになっていただけると思います。
　ちなみに、現在のところ、指定されている物件で
一番新しい時代にかかるものは何かと申しますと、
平成14年の指定になります「京都府行政文書」、ま
た後で写真をご覧に入れますけれども、それから平
成17年の「山口県行政文書」です。これも京都府の
場合と同じでございますけれども、昭和22年までを
対象としております。おそらくこれが現在、美術工
芸品にかかわる指定品の中で時代としては一番新し
いものであろうと思います。ですから、国の指定文
化財もそういう時代になってきているということで
す。
　さらに、③といたしまして登録制度の登場という
ところがあります。こちらの方は、法律の改正では
ございますが、私が今までお話をしてまいりました
国の指定文化財というものとは少し概念が違うもの
として、登録有形文化財というものが登場してまい
りました。ごくごく端的にお話を申し上げますと、
今、昭和22年の指定まで、という話を行政文書に例
えて申し上げましたが、もっと新しい時代の物件に
ついて国の指定の文化財として耐え得るのかどうか
ということが議論されるときに、それが十分な学術
的な議論を踏まえているのか、あるいは学会等で研
究が深められているのか、ということになります
と、やはり時代の新しいものについては、そこまで
行っていないものが多い。でも、そういうものの方
がかえって失われていくケースが非常に多いわけで
すね。
　実は、先ほどの調査研究協力者会議（「近代の文
化遺産の保存と活用に関する調査研究協力者会議」）
の中でも申し上げていたわけなのですが、近代以降
の、とりわけ大量に生産された工業製品の類という
ものは非常に残らない。それについて学術的な評価
が議論されているかと言うと、必ずしもそうではな
い。しかし、そのまま放っておくと、なくなってし
まう。では、どうするのかということになった場合
に、登録というようなかたちを持ってきて、ここで
一つの歯止めをかけましょう、保護していただきま
しょう、という制度をつくったわけですね。これが
実際に運用されて、今年で２年目ですから、少しま
だ成り行きが分かりません。というふうに、昭和50
年に「美術工芸課」の中に「歴史資料」が設置され
て以降、さまざまなものが「歴史資料」として指定
されてきた中で、特に平成８年以降、近代の物件に
ついての新たな取り組みというものが加わって、今
日の指定物件の数に至っているということになりま
す。
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ⅲ．国指定文化財の「歴史資料」とは
　ここで今までの話をまとめておきますと、「国指
定文化財の歴史資料」とは、一つは、極めて広範な
分野を網羅していること。二つ目に、伝統的な文化
財、絵画、彫刻、工芸、書跡、典籍、古文書を横断
的に含むものである。これは次のⅡ章のところにも
かかってきますけれども、素材や形態が多様化、特
殊である。もう一つ、多量の一括資料を含むという
ことがあげられます。
　では、（パワーポイントの画像を指して）先ほど
の文化庁のホームページで最初にご紹介いたしまし
た「国指定文化財等検索システム」というのを少し
見てみますと、こういうようなものが用意されてご
ざいます。こちらに美術工芸品というのが最初に出
てきますので、「分類別に見る」、それから「都道府
県別に見る」というような項目があります。分類別
に見ていく中で、「歴史資料」というふうに見てい
きますと、これが一覧です。私が用意いたしました
一覧表（後掲【資料】Data. 6）と同じ内容ですけ
れども、こういう形で今は情報を得ることができま
す。ただ、これにはまだ画像が添付されていないの
で、形としてどういうものかというところを理解す
るまではなかなかしんどいところがありますね。現
在はこういうような検索のシステムがございまし
て、そういうものから、いろんな情報をたどってい
けるということになっています。
　では、ここまでは制度等のお話をさせていただき
ましたけども、実際に、以下に簡単に、どういうも
のがあるのかというのを少し見ていきましょう。
Ⅱ　国指定文化財にみる歴史資料の特徴
ⅰ．特殊性
　Ⅱ章のところですね。「国指定文化財にみる資料
の特徴」というところでございますけれども、本当
にさまざまな分野に関する物件がございます。まず
素材の特殊性といいますか、少しそういう、先ほど
のⅠ章のⅲのところの③、④のところで触れたよう
な話に従った紹介をさせていただきます。ⅰ.特殊
性の①素材というところを少し見ていきます。
　そこには、「ローマ市公民権証書」、それから「島
津斉彬銀板写真」というものをレジュメに写真とし
て添付いたしました。
　これは素材の特殊性ということの一例としてあげ
たのですけれども、「ローマ市公民権証書」という
のが、冒頭にて、髙橋センター長からのお話にあり
ました慶長遣欧使節関係資料の中に含まれている資
料です。
　なぜ特殊性というところにあげたかと言うと、こ
れは書かれてある素材が羊皮紙なのです。つまり、
日本の紙ではないということです。おそらく羊皮紙
自体は桃山期に、材料としては渡来したものであろ
うと思われます。この慶長遣欧使節の場合は実際に
ローマのローマ教皇から渡されたものでございます
が、この時代は渡来した材料である羊皮紙を用いた
ものがいくつか現存しております。もともと日本に
は存在しなかったもので、西洋の伝統的な記録媒体
国指定文化財等データベース
ローマ市公民権証書（仙台市博物館蔵）
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でありますから、それを扱う技術というのは当然、
西洋の方が長い蓄積があるわけです。従来、いわゆ
る和紙や絹に書かれたものを専ら取り扱っていた美
術品の中では、こういうような極めて変わった素材
を持つものも登場してくる、これは概ね「歴史資
料」の中に含まれているということになります。
　もう一つ、島津斉彬の写真です。これも先年、指
定されたものですけれども、写真も、この10年ぐら
いの間ですけれども、重要文化財の範疇に入ってま
いりました。いわゆる古写真という類ですね。それ
の第１号の指定に当たるものが、この幕末の薩摩藩
の藩主・島津斉彬の写真です。
　銀板写真といいますのは、いわゆる一枚切りのも
のでして、現在のように、フィルムがあって、それ
から複製をつくっていけるというものではなくて、
それ一枚だけしか現存しないというものでありま
す。そういう意味では非常に希少性の高いものであ
るのですが、羊皮紙のところでも触れましたが、そ
れまでの紙や木、そういったものを対象としたもの
から、こういう写真の感光材料みたいなものが登場
してきたということになると、新しい化学とか科学
知識というものを用いて、取り扱い等も対処してい
かなければならないということになっていくという
ことが、素材の特殊性としてあげられると思いま
す。
　次に、形で見ていきます。②形態の方になります
が、二つほどあげました。
　一つは、日光東照宮にあります「渾天儀」です。
この「渾天儀」をはじめといたしまして、天文関係
の資料というのは「歴史資料」の中に、かなり指定
品として含まれております。地球儀、天球儀、この
ような渾天儀、それから紙に書かれたものといたし
まして星の図でありますとか、そういうものが指定
品の中にございます。工芸品の中にも非常に多様な
形を持っているものも当然ありますけれども、ちょ
っと変わった形のものということで、ここに例をあ
げました。
　もう一つは、「エレキテル」。これは、ご承知によ
うに、平賀源内が製作したと伝えられているもので
す。これは、現在の東京の逓信総合博物館といいま
して、昔の郵政省の博物館ですが、そこが持ってい
るものです。
　これは側面からしか見ていないのでなかなか分か
りにくいのですが、これは実は上蓋が開きまして、
―皆さん教科書でお習いになったかと思うのですけ
れども―中に鎖が巻かれてあるガラスの瓶があっ
て、ハンドルに伴って回る歯車がついています。そ
れらを接触させて、こすり合わせることによって電
流が生じる、という機械ですね。ですから、この箱
の蓋をあけると、そういう機械の仕組みというのが
島津斉彬銀板写真（部分）（尚古集成館蔵） 渾天儀（日光東照宮蔵）
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入っているわけですね。ですから、いわゆる工芸品
として箱を見るのではなくて、その中にある機械の
仕組みまで含めたものが重要文化財指定の対象とな
っているというわけなのです。こういうような少し
変わったかたちというものも含まれています。
ⅱ．複合性
　次に、話はⅡ-ⅱ.「複合性」に参ります。ここで
「複合性」というふうに書きましたが、素材や形態
がそれぞれ、今お話してまいりましたように、いろ
んな形を持っている、いろんな素材を持っている、
そういったものがさらにいろんな形で組み合わされ
たものであります。
　レジュメの方に「京都府行政文書」をあげておき
ました。これは一部を紹介している、並べているも
のでございますけれども、総点数で１万2,641点あ
ります。１点は何かといいますと、そこに横になっ
てあったり、たてかけてあったりする簿冊の点数で
あるとお考えになっていただければよろしいかと思
います。
　皆さま、非常になじみがあるかと思いますけれど
も、例えであげますと、こういうものですね。これ
は大津事件の場面ですけれども、露国皇太子遭難に
関する記事ですね。
　実は、このような行政資料、行政文書というのは
先ほど昭和22年と申し上げましたけれども、始まり
は慶応３年から実は指定しているのです。慶応３年
から昭和22年までを含んでいると、その間には筆記
具も変わる、紙も変わる、写真は登場してくる、図
面は入ってくる、というようなことになってくるわ
けです。ですから、それぞれが、それぞれに応じた
保存管理の方法あるいは修理の方法というのがござ
いますので、そういういろんな素材、媒体を含めた
ものが一つの指定物件の中に入っているということ
です。
ⅲ．大量の資料
　次に数の話として、Ⅱ-ⅲ.「大量の資料」という
ことをあげました。「伏見版木活字」というのがご
ざいまして、京都の円光寺が所有しているところの
木活字です。
　ご承知のように、徳川家康は活字人間、活字好き
の人間でしたので、いろんな木版、それから活版の
製作にも取り組むのですけれども、彼の時代には、
京都の、これ（「伏見版木活字」）は伏見版ですが、
エレキテル（逓信総合博物館蔵）
京都府行政文書（京都府総合資料館蔵）
伏見版木活字（京都・円光寺蔵）
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あと、本来、数の多さで紹介するものには、上野の
寛永寺が持っている寛永寺版の活字の方を写真とし
て持ってきたらよかったですね、そちらの方が25万
個なんです。その一個一個は何かというと、この活
字一個一個を数えに数え上げて25万個になったとい
う。ちゃんと数えるんです、そういうことは。それ
が数としては一番多いだろうと思います。これは、
他の美術工芸品の中でも一番多かろうと思います。
そういう膨大な数です。
　これは、円光寺のものでも一緒なのですけれども、
活木は主に桜材を用いていて、また、墨をかぶって
いる関係で非常に保存上強いことは強いのですけれ
ども、やはり木ですから、虫に食われてしまう。そ
の中で、25万個を管理するというのは、なかなか大
変なことになってくるということになります。
Ⅲ　 「歴史資料」の課題  
　―とくに保存・修理について―
　時間ももうぼちぼち切り上げる時間ですかね。こ
ういうようないろんな性格を持っているものが「歴
史資料」として指定されてきたわけです。詳しくは
この場ではなかなか、時間もございませんので、お
話はできませんけれども、指定をするということ
は、あわせて、それを保存・修復していくというこ
とです。むしろ、保存をしていくために指定をする
ということです。ですから、話といたしましては法
律によって保護するということが大前提なわけで
す。
　保存をしていくということは何をしなければなら
ないかということですが、どんな物件も経年によっ
て朽ちていくわけなんですね。朽ちていく状態に直
面した場合に、それを修理しなければならないとい
うことになります。ということになりますと、修理
という仕事が一つ大きな仕事として重要指定文化財
にはついてまわる話なんですね。
　一言だけ申しておきますと、京都国立博物館に
「文化財修理所」というのがございます。これは現
在、奈良国立博物館にもできましたし、九州国立博
物館の中にも自前の修理所ができました。そこでは
伝統的な素材である紙や木や漆、染織、そういうの
がございますけど、そういった伝統的な美術品の修
理に対する仕事を行っています。ということは、
一千年になんなんとする修理技術の蓄積があって、
彼らはそれに基づいて日々修練して仕事をしていっ
ているわけですが、私が今まで話してきましたよう
に、「歴史資料」の中に極めて新しい時代のさまざ
まな分野の素材を持ったものが入ってまいりまし
た。それをどういうふうに守り伝えて修理していこ
うかということになると、実は、まだその方法論と
いうか、理念と技術というのは始まったばかり、踏
み出したばかりで、一千年の歴史を持つ伝統的な美
術品に対しては、まだまだ始まったばかりだという
ことです。
　そういった中で一つの例としてそこにあげておき
ましたのが、横須賀市が持っている「スチームハン
マー」というものです。何をする機械かといいます
と、要するに、ここのハンマーロッドが上下しまし
て、ここに加工する金属製品を置きまして、鍛造す
るんですね。これが幕末に横須賀製鉄所、つまり幕
府が幕末に横須賀に設置いたしました横須賀製鉄
所、海軍造船所になっていくのですが、そちらにオ
ランダから輸入された機械なんですね。これを修理
しなければならないという事態が起こりまして、い
ろいろやったのですが、何分申しましたように手探
りの状態ですから、いろんな関係機関と、─それま
でとは全然縁がなかったような民間企業であり、研
究機関であり、NPO法人であり、そういったもの
との調査研究ネットワークをつくって、修理した一
つの事例がこれであるということであります。
　まだまだお話しすべきことはいくつもあるのです
スチームハンマー　1865年オランダ製
（横須賀市・横須賀市自然・人文博物館蔵）
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【資　料】
Data.1 関連事項年表
Data.2「文化財保護法」第２条第１項
この法律で「文化財」とは、次に掲げるものをいう。
建造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書その他の有形の文化的所産で我が国にとって歴史上又は
芸術上価値の高いもの（これらのものと一体をなしてその価値を形成している土地その他の物件を含む。）
並びに考古資料及びその他の学術上価値の高い歴史資料。
Data.3「国宝及び重要文化財指定基準」（抄）
 平成８年10月28日　文部省告示第185号<第３次改正>
歴史資料の部
重要文化財
　１　 政治、経済、社会、文化、科学技術等我が国の歴史上の各分野における重要な事象に関する遺品のう
ち学術的価値の特に高いもの
　２　我が国の歴史上重要な人物に関する遺品のうち学術的価値の特に高いもの
　３　 我が国の歴史上重要な事象又は人物に関する遺品で歴史的又は系統的にまとまって伝存し、学術的価
値の高いもの
　４　渡来品で我が国の歴史上意義が深く、かつ、学術的価値の特に高いもの
明治30年（1897） 古社寺保存法の制定
昭和４年（1929） 国宝保存法の制定
昭和25年（1950） 文化財保護法の制定
昭和50年（1975） 文化財保護法の一部改正（Date②）
 同年７月 文化庁美術学芸課内に歴史資料部門が設置される
昭和52年（1977） 歴史資料の指定開始⇒平成18.６.９現在国宝２件、重要文化財149件、登録２件
平成８年（1996） 近代の文化遺産の保存と活用に関する調査研究協力者会議の報告書（Date④）
 同年10月 国宝及び重要文化財指定基準の一部改正（Date③）
平成９年（1997） 近代歴史資料緊急調査の実施
平成17年（2005） 文化財保護法の一部改正⇒登録制度の拡充（Date⑤）
けれども、時間もこのぐらいが切りかと思いますの
で、ひとまず私の話はここまでにしておきたいと思
います。 （拍手）
冨坂　賢氏（とみさか　けん）
東京国立博物館文化財部保存修復課保存修復室長。専門は
日本近代史。文化庁文化財部美術工芸課文化財調査官を経
て、現職。論文に、「近代の科学・産業文化財の保存と活用」
（東京文化財研究所編『未来につなぐ人類の技３　鉄道の保
存と修復Ⅰ』、2004年）などがある。
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国　宝
　重要文化財のうち学術的価値が極めて高く、かつ、歴史上極めて意義の深いもの
Data.4「近代の文化遺産の保存と活用に関する調査研究協力者会議」報告
 平成８年７月８日　近代の文化遺産の保存・活用に関する調査研究協力者会議
〔美術・歴史資料分科会〕
　近代の文化遺産の保存・活用に関する調査研究協力者会議は、近年における社会経済情勢の変化に伴い大
きな課題となっている近代の文化遺産の適切な保護を図るため、その保存と活用の在り方について調査研究
を行うことを目的に、平成６年９月１日に設置され、記念物、建造物、美術・歴史資料及び生活文化・技術
の４分科会を置き、調査研究を進め、記念物分科会、建造物分科会関係については既に報告を行っている。
　このたび、美術・歴史資料分科会における12回の検討を踏まえ、調査研究結果を取りまとめたので、ここ
に報告する。
１　近代の文化遺産（美術・歴史資料）の保護の必要性
　近代の我が国は、大きな政治的、社会的変革を経験し、それに伴い社会の仕組みも変化し、複雑化した。
さらには海外との交流も盛んになった。ことに科学技術の発達と工業化の進展は、新しい製品を生み出すと
ともに、様々な情報や製品を大量かつ迅速に提供するようになり、社会の活動全般に大きな影響力を持つよ
うになっている。このような近代における人々の諸活動の結果生み出された種々の製品や資料等は、広範な
分野にわたって膨大な量となっている。
　しかし、これら近代の文化遺産（美術・歴史資料）（以下「近代の歴史資料等」という。）のうち、今日、
保護への取組みがなされているものはそのごく一部であり、その多くは社会変動や生活様式の変化、技術革
新、経済の効率化等によって、散逸や滅失の危機に当面している。その中には、我が国の歴史と文化への理
解を深める上で重要な遺産となるべきものが多数含まれており、これらを適切に保存し後世に伝えていくこ
とが必要である。
２　近代の歴史資料等の検討の視点
（１）対象とする時期の範囲
　近代の歴史資料等の対象とする時期は、概ねペリー来航以後の西洋の近代技術や制度等の受容が始まる開
国の時期から、政治制度や社会制度に著しい変動が始まる第二次世界大戦終結時までとする。なお、現代に
つながる科学技術・産業技術等は、昭和30年代初頭までにその基礎を持つものが多く、これらに関する歴史
資料等については、未だ文化遺産としての認識が一般化していないことにより、滅失の危険が大きいこと等
に鑑み、高度経済成長が始まる時期までについても考慮する必要がある。
（２）対象とすべき歴史資料の分野
　従来、歴史資料の指定基準では、政治、経済、社会、文化、人物の５分野に大別してきたが、近代におい
ては、科学技術の発達と工業化の進展による製品や資料等が社会全般に流通し、残されている。このため、
これまでの５分野に加え、科学技術を一分野として設定するのが適当である。各分野の対象領域を小分類と
して例示すると下記のとおりである。
　なお、従来の分野の中には、新しい要素（例えば、芸術の領域における写真、映画、デザイン等）が現
れ、領域の拡大があることに留意すべきである。
　　○　政治（立法、行政、司法、外交、軍事、その他）
　　○　経済（土地制度、金融、農林業、水産業、鉱業、建設業、工業、商業、交通、通信、その他）
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　　○　社会（社会生活、社会福祉、社会運動、宗教、災害、戦災、その他）
　　○　文化（教育、学術、出版、芸術、スポーツ、その他）
　　○　科学技術（自然科学、工学、技術、その他）
　　○　人物（上記各分野、その他の分野に関する人物で、外国人を含む）
　（３）近代の歴史資料等の特質
　近代の歴史資料等には、従来のような形態、手法、生産手段によるもののほか、科学技術の発達、工業化
の進展、新しい芸術領域の出現等により、次のような特質が見られる。
　　ア　工業技術による多数の機械、器具類や設備等が大きな比重を占めること。
　　イ　大量に製造された工業製品が現れること。
　　ウ　産業デザインに基づく製品が現れること。
　　エ　新聞、雑誌等の文字情報資料が大量に製作され、流通すること。
　　オ　写真、映画フィルム、ポスター、レコード等の視聴覚メディアに関する資料が現れること。
　　カ　様々な分野にわたる製品や資料が輸入されること。
３　近代の歴史資料等の保護に当たっての考え方
　近代の歴史資料等は形状、構造、材質等の特質が多様であり、大量生産された製品も少なくない。同時
に、人々の活動領域も拡大しているため、残存している歴史資料等は広範囲に及んでいる。このような特性
を有する歴史資料等を幅広く保護するためには、現行の指定基準を見直すとともに、弾力的に保存・活用が
図れるような新たな保護の制度の導入を検討すべきである。また、保護対象の選択についても継続的な検討
を進める必要がある。
　さらに、近代に特有な歴史資料等の保護を促進するため、以下のような点を考慮すべきである。
　（１） 工場等の設備や大型の機械類で、その全体を保存することが困難である場合は、一部分であっても
保護の対象とする。また、機械・器具類は、使用の過程での改造や修理により製造当初の構造が変
わり、部品等が替えられる場合が多いが、必ずしもその文化遺産としての価値を減ずる要素とはな
らないので、保護の対象として把握する。
　（２） 科学技術や産業関係の歴史資料等のうち、現在は安定的な評価を得ていないものについても、散逸
や滅失の危険がある場合は、施設に保管するなど、可能な限り緊急的な保護の措置を図る。
　（３）大量に生産され流通した製品や出版物などは、選択の幅を広げ、広範かつ柔軟な保護を図る。
　（４） 製品の機能や情報の伝達と結びついたデザインは、新たな美術的領域であり、その系統的な保護を
図る。
　（５）集積された歴史資料等は、可能なかぎり資料全体としての保護を図る。
　（６） 特定の人物・団体や事象に関する歴史資料等のうち、各所に分散保管されているものは、資料全体
としての意義を考慮し保護を図ることが望ましい。
４　今後の課題
　近代の歴史資料等については、なお文化遺産としての認識が定着しているとはいえず、保護の前提となる
全国的な所在状況も十分に把握されていない。また、その保存・活用については、一部にその取り組みが図
られているものの、さらに積極的に進めることが必要であり、特に科学技術や産業、デザイン等に関する歴
史資料等の保存・活用は急務である。このような状況を考慮し、今後、近代の歴史資料等の調査・保存・活
用を推進するためには、以下のような点に留意すべきである。
　なお、その際、所有者のプライバシーに配慮し、十分理解を得た上で行うことが必要であり、記念物、建
造物、生活文化に関わる物品と関連するものの保護については、関係する各分野との密接な調整を行うこと
が必要である。
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　（１）調査
　ア　 歴史資料等の実態について十分に把握するため、地方公共団体をはじめ関係分野の研究機関、学会、
研究者等と連携して、早急に全国にわたる調査を行う。
　イ　 上記の調査成果についてデータベース化を行い、今後の保護のための基礎資料とするとともに、広く
公開を図る。
　（２）保存・活用
　ア　 新しい素材や機能をもつ歴史資料等について、その特質に応じた保存修理技術の研究開発を促進す
る。また、形状、規模等の多様な歴史資料の公開・展示に関する手法の開発を図る。
　イ　 機械類のように、現在なお用いられているものについては、その機能の維持に対する配慮が必要であ
るので、その現状変更や修理に際して柔軟に対応する。
　ウ　 科学技術や産業に関する歴史資料等の保存と活用については、企業博物館や大学博物館等の果たす役
割が大きいので、関係する国又は地方公共団体の諸機関が協力して、その活動の奨励と育成を積極的
に図ることが必要である。また、将来的には、この分野に関する新たな構想の博物館の建設について
の検討が期待される。
　エ　 個人や企業等が所蔵している歴史資料等の保存と活用については、博物館・美術館・資料館・文書館
等、公共的機関の役割が大きいので、その協力を十分得るため、これらの機関の機能の拡大、充実を
図る必要がある。また、歴史資料等に関する所在情報のネットワーク化に努めるとともに、これら機
関における保存・活用の連携協力を促進する。
　オ　 歴史的文化遺産としての近代の歴史資料等の意義や保存の必要性について、普及啓発活動を充実す
る。
Data.5「登録有形文化財登録基準」（抄）
 平成17年３月28日　文部科学省告示第44号<改正>
建造物以外の部
　 建造物以外の有形文化財（重要文化財及び文化財保護法第百八十二条第二項に規定する指定を地方公共団
体が行っているものを除く。）のうち、原則として製作後五十年を経過したものであって歴史的若しくは
系統的にまとまって伝存したもの又は系統的若しくは網羅的に収集されたものであり、かつ、次の各号の
いずれかに該当するもの
　一　文化史的意義を有するもの
　二　学術的意義を有するもの
　三　歴史上の意義を有するもの
Data.6 歴史資料指定文化財一覧
指定番号 指　定　名　称 指定年月日 所　有　者 時代・分野
歴１ 長崎奉行所キリシタン関係資料 昭52. ６. 11 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館 江戸・政治
歴２ 春日版板木 昭52. ６. 11 奈良・興福寺 鎌倉・文化
歴３ 渋川春海天文関係資料 昭53. ６. 15 三重・神宮 江戸・人物
歴４ 渡辺崋山関係資料 昭30. ２. ２ 愛知・田原町 江戸・人物
歴５ 伊能忠敬遺書並遺品 昭32. ２. 19 千葉・伊能忠敬記念館 江戸・人物
歴６ 群書類従板木 昭32. ２. 19 東京・温故学会 江戸・文化
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指定番号 指　定　名　称 指定年月日 所　有　者 時代・分野
歴７ 鉄眼版一切経板木 昭32. ２. 19 京都・宝蔵院 江戸・文化
歴８ 駿河版活字 昭37. ６. 21 東京・凸版印刷 江戸・文化
歴９ 天草四郎時貞関係資料 昭39. １. 11 個人 江戸・人物
歴10
→国宝１
慶長遣欧使節関係資料 昭41. ６. 11 仙台市・仙台市博物館 江戸・政治
歴11 徳川家康関係資料 昭54. ６. ２ 静岡・久能山東照宮 江戸・人物
歴12 大内氏勘合貿易印等関係資料 昭54. ６. ６ 山口・防府毛利報公会 室町・政治
歴13
フィリップ・フランツ・フォン・シーボルト
関係資料
昭55. ６. ６ 長崎・シーボルト記念館 江戸・人物
歴14 末吉家貿易関係資料 昭55. ６. ６ 大阪・末吉勘四郎 江戸・経済
歴15 文禄三年島津氏分国太閤検地尺 昭55. ６. ６ 鹿児島・㈱島津興業 桃山・政治
歴16 秦家文書・過書船旗 昭56. ６. ９ 国立大学法人京都大学 鎌倉・経済
歴17 高野枡 昭56. ６. ９ 和歌山・かつらぎ町柏木区 室町・経済
歴18 安政二年日蘭条約書 昭57. ６. ５ 長崎・長崎県立図書館 江戸・政治
歴19 五海道其外分間延絵図並見取図 昭57. ６. ５ 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館 江戸・政治
歴20 角屋貿易関係資料 昭57. ６. ５ 三重・神宮 江戸・経済
歴21 十七条憲法板木 昭57. ６. ５ 奈良・法隆寺 鎌倉・文化
歴22 国絵図並郷帳 昭58. ６. ６ 独立行政法人・国立公文書館 江戸・政治
歴23 渾天儀 昭58. ６. ６ 栃木・日光東照宮 江戸・文化
歴24 石黒信由関係資料 昭59. ６. ６ 富山・㈶高樹会 江戸・人物
歴25 アジア航海図 昭59. ６. ６ 岡山・林原美術館 桃山・経済
歴26 集古十種板木 昭60. ６. ６ 三重・鎮国守国神社 江戸・文化
歴27 枡 昭60. ６. ６ 個人 桃山・経済
歴28
阿弥陀経板木
昭60. ６. ６ 広島・御調八幡宮 鎌倉・文化法華経普門品板木
金剛寿命陀羅尼経板木
歴29 正保城絵図 昭61. ６. ６ 独立行政法人・国立公文書館 江戸・政治
歴30 天球儀 昭61. ６. ６ 東京・永青文庫 江戸・文化
歴31 調布 昭61. ６. ６ 奈良・法隆寺 奈良・経済
歴32 法隆寺枡 昭61. ６. ６ 奈良・法隆寺 室町・経済
歴33 法隆寺枡 昭34. ６. 27 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館 室町・経済
歴34 朝鮮通信使関係資料 昭62. ６. ６ 京都・藤井斉成会 江戸・政治
歴35 南瞻部洲大日本国正統図 昭62. ６. ６ 奈良・唐招提寺 室町・文化
歴36 江戸城造営関係資料 昭62. ６. ６ 東京・都立中央図書館 江戸・経済
歴37 日本図 昭62. ６. ６ 神奈川・称名寺 鎌倉・文化
歴38 園城寺尺 昭62. ６. ６ 滋賀・園城寺 室町・経済
歴39 紙本著色世界及日本図 明39. ４. 14 福井・浄得寺 桃山・文化
歴40 日本図 昭24. ５. 30 京都・仁和寺 鎌倉・文化
歴41 桧扇 昭63. ６. ６ 国・京都大学 鎌倉・社会
歴42 善光寺造営図 昭63. ６. ６ 長野・善光寺大勧進 室町・経済
歴43 武家諸法度草稿 昭63. ６. ６ 京都・南禅寺金地院 江戸・政治
歴44 薬師寺枡 昭63. ６. ６ 奈良・薬師寺 室町・経済
歴45 談山神社本殿造営図並所用具図 昭63. ６. ６ 奈良・談山神社 室町・経済
歴46 紙本墨書鶴岡八幡宮修営目論見絵図 明38. ４. ４ 神奈川・鶴岡八幡宮 桃山・経済
歴47 紙本墨書普広院旧基封境図 明38. ４. ４ 京都・相国寺 室町・経済
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指定番号 指　定　名　称 指定年月日 所　有　者 時代・分野
歴48 諸宗末寺帳 平１. ６. 12 独立行政法人・国立公文書館 江戸・政治
歴49
アジア航海図
平１. ６. 12 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館 江戸・経済
日本航海図
歴50 天之図 平１. ６. 12 福井・瀧谷寺 室町・文化
歴51 南禅寺仏殿指図 平１. ６. 12 京都・南禅寺 室町・経済
歴52 東大寺戒壇院指図 平１. ６. 12 奈良・東大寺 室町・経済
歴53 慶長国絵図 平１. ６. 12 山口・宇部市文化会館 江戸・政治
歴54
地球儀
平２. ６. 29 国・国立科学博物館 江戸・文化
天球儀
歴55 坤輿万国全図 平２. ６. 29 宮城・宮城県図書館 17・明・文化
歴56 真珠庵枡 平２. ６. 29 京都・大徳寺真珠庵 室町・経済
歴57 福井家京枡座関係資料 平２. ６. 29 個人 江戸・経済
歴58 宇佐神宮造営図 平２. ６. 29 大分・宇佐神宮 鎌倉・経済
歴59 間宮林蔵北蝦夷等見分関係記録 平３. ６. 21 独立行政法人・国立公文書館 江戸・文化
歴60 菅江真澄遊覧記 平３. ６. 21 個人 江戸・文化
歴61 大原幽学関係資料 平３. ６. 21 千葉・干潟町 江戸・人物
歴62 葛川明王院参篭札 平３. ６. 21 滋賀・明王院 鎌倉・社会
歴63 近藤重蔵関係資料 平４. ６. 22 国・東京大学 江戸・人物
歴64 伏見版木活字 平４. ６. 22 京都・円光寺 江戸・文化
歴65 北槎聞略 平５. １. 20 独立行政法人・国立公文書館 江戸・文化
歴66 防長土図 平５. １. 20 山口・山口県立山口博物館 江戸・文化
歴67 論語集解板木 平５. ６. 10 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館 室町・文化
歴68 藤田貞資関係資料 平５. ６. 10 国・日本学士院 江戸・人物
歴69
塩山和泥合水集板木
平５. ６. 10 山梨・向嶽寺 南北朝・文化
抜隊得勝遺誡板木
歴70 算額 平５. ６. 10 京都・八坂神社 江戸・文化
歴71 正徳元年朝鮮通信使進物並進物目録 平５. ６. 10 山口・山口県立山口博物館 江戸・政治
歴72 貞享暦 平６. ６. 28 独立行政法人・国立公文書館 江戸・文化
歴73 大槻玄沢関係資料 平６. ６. 28 東京・早稲田大学 江戸・人物
歴74 雨森芳洲関係資料 平６. ６. 28 滋賀・芳洲会 江戸・人物
歴75 日本航海図 平７. ６. 15 東京・三井文庫 江戸・経済
歴76 西大寺版板木 平７. ６. 15 奈良・西大寺 鎌倉・文化
歴77 船大工樗木家関係資料 平７. ６. 15 川内市・川内市歴史資料館 江戸・経済
歴78
庶物類纂
平８. ６. 27 独立行政法人・国立公文書館 江戸・文化
庶物類纂図翼
歴79 高野長英関係資料 平８. ６. 27 水沢市・高野長英記念館 江戸・人物
歴80 徳島藩御召鯨船千山丸 平８. ６. 27 徳島市・徳島市立徳島城博物館 江戸・経済
歴81 日米和親条約批准書交換証書 平９. ６. 30 国・外務省外交史料館 江戸・政治
歴82 日米条約調印書 平９. ６. 30 国・外務省外交史料館 江戸・政治
歴83 日米修好通商条約 平９. ６. 30 国・外務省外交史料館 江戸・政治
歴84 日英修好通商条約 平９. ６. 30 国・外務省外交史料館 江戸・政治
歴85 日仏修好通商条約 平９. ６. 30 国・外務省外交史料館 江戸・政治
歴86 エレキテル 平９. ６. 30 日本郵政公社・逓信総合博物館
江戸・科学
技術
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指定番号 指　定　名　称 指定年月日 所　有　者 時代・分野
歴87 エンボッシング・モールス電信機 平９. ６. 30 日本郵政公社・逓信総合博物館
19・米・
科学技術
歴88 一号機関車 平９. ６. 30 東京・東日本旅客鉄道
19・英・
科学技術
歴89 難波家蹴鞠関係資料 平９. ６. 30 滋賀・平野神社 平安・文化
歴90 竪削盤 平９. ６. 30 長崎・三菱重工業
19・蘭・
科学技術
歴91 公文録（図表共）並索引 平10. ６. 30 独立行政法人・国立公文書館 近代・政治
歴92 伊能忠敬測量図 平10. ６. 30 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館 江戸・文化
歴93 スタンホープ印刷機 平10. ６. 30
独立行政法人国立印刷局（大蔵省印刷局記念
館保管）
19・蘭・
科学技術
歴94 スチームハンマー（旧横須賀製鉄所設置） 平10. ６. 30 横須賀市・横須賀市自然・人文博物館
19・蘭・
科学技術
歴95 大内版法華経板木 平10. ６. 30 山口・山口県文書館 室町・文化
歴96 木村嘉平関係資料 平10. ６. 30 鹿児島・㈱島津興業
江戸・科学
技術
歴97 坂本龍馬関係資料 平11. ６. ７ 独立行政法人国立博物館・京都国立博物館 江戸・人物
歴98 天体望遠鏡（八インチ屈折赤道儀） 平11. ６. ７ 独立行政法人国立博物館・国立科学博物館
19・英・
科学技術
歴99 阿蘭陀本草和解 平11. ６. ７ 独立行政法人国立博物館・国立公文書館 江戸・文化
歴100 リング精紡機 平11. ６. ７ 愛知・博物館明治村
19・英・
科学技術
歴101 銀板写真（島津斉彬像） 平11. ６. ７ 鹿児島・㈱島津興業
江戸・科学
技術
歴102 明孝宗勅諭 平11. ６. ７ 沖縄・沖縄県立博物館 15・明・政治
歴103 旧江戸城写真帖（六十四枚） 平12. ６. 27 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館
近代・科学
技術
歴104 ミルン水平振子地震計 平12. ６. 27 独立行政法人国立博物館・国立科学博物館
19・英・
科学技術
歴105 岩倉具視関係資料 平12. ６. 27 京都・㈶岩倉公旧蹟保存会 近代・人物
歴106 高野版板木 平12. ６. 27 和歌山・金剛三昧院 鎌倉・文化
歴107 高野版板木 平12. ６. 27 和歌山・金剛峰寺 鎌倉・文化
歴108 形削盤 平12. ６. 27 鹿児島・㈱島津興業
19・蘭・
科学技術
歴109 阿蘭陀風説書 平12. 12. ４ 東京・江戸東京博物館 江戸・政治
歴110 宗存版木活字（付属品共） 平12. 12. ４ 滋賀・延暦寺 江戸・文化
歴111 旧江戸城写真ガラス原板 平13. ６. 22 東京・江戸東京博物館
近代・科学
技術
歴112 平削盤 平13. ６. 22 岩手・岩手県立盛岡工業高等学校保管
近代・科学
技術
歴113 越後国頸城郡絵図・越後国瀬波郡絵図 平13. ６. 22 米沢市・米沢市立上杉博物館 桃山・政治
歴114 江戸幕府儒官林家関係資料 平14. ６. 26 国立大学法人東京大学 江戸・文化
歴115 ブレゲ指字電信機 平14. ６. 26 国・逓信総合博物館
19・仏・
科学技術
歴116 世界図 平14. ６. 26 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館 17・蘭・文化
歴117 京都府行政文書 平14. ６. 26 京都府・京都府総合資料館 近代・政治
歴118 閑谷学校関係資料 平14. ６. 26 岡山県・岡山県立博物館 江戸・文化
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歴119 壬申検査関係写真 平15. ５. 29 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館
近代・科学
技術
歴120 北浦定政関係資料 平15. ５. 29 独立行政法人文化財研究所・奈良文化財研究所 江戸・人物
歴121 天海版木活字 平15. ５. 29 東京・（宗）寛永寺 江戸・文化
歴122 解剖存真図 平15. ５. 29 東京・（学）慶應義塾
江戸・科学
技術
歴123 一号御料車 平15. ５. 29 東京・東日本旅客鉄道
近代・科学
技術
歴124 鉄道古文書 平15. ５. 29 東京・東日本旅客鉄道 近代・政治
歴125 大久保利通関係資料 平16. ６. ８
大学共同利用機関法人人間文化研究機構・
国立歴史民俗博物館
近代・人物
歴126 身幹儀（星野木骨） 平16. ６. ８ 国立大学法人広島大学
江戸・科学
技術
歴127 蘇言機（錫箔蓄音機） 平16. ６. ８ 独立行政法人国立科学博物館
19・英・
科学技術
歴128 今井八九郎北方測量関係資料 平16. ６. ８ 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館 江戸・文化
歴129 箱館奉行所文書 平16. ６. ８ 北海道・北海道立文書館 江戸・政治
歴130 鷹見泉石関係資料 平16. ６. ８ 茨城県古河市・古河歴史博物館 江戸・人物
歴131 壬申検査関係ステレオ写真ガラス原板 平16. ６. ８ 東京都・江戸東京博物館
近代・科学
技術
歴132 大久保利通関係資料 平16. ６. ８ 鹿児島県・鹿児島県歴史資料センター黎明館 近代・人物
歴133 対馬宗家関係資料 平17. ６. ９ 独立行政法人国立博物館・九州国立博物館 江戸・政治
歴134 銅人形 平17. ６. ９ 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館
江戸・科学
技術
歴135 壬申検査関係資料 平17. ６. ９ 独立行政法人国立博物館・東京国立博物館 近代・文化
歴136 蝦夷三官寺善光寺関係資料 平17. ６. ９ 北海道・（宗）善光寺 江戸・政治
歴137 蝦夷三官寺等澍院関係資料 平17. ６. ９ 北海道・（宗）等澍院 江戸・政治
歴138 蝦夷三官寺国泰寺関係資料 平17. ６. ９ 北海道・（宗）国泰寺 江戸・政治
歴139 一二三号機関車 平17. ６. ９ 京都・カヤ興産株式会社
19・英・
科学技術
歴140 山口県行政文書 平17. ６. ９ 山口・山口県文書館 近代・政治
歴141 琉球芸術調査写真 平17. ６. ９ 沖縄・沖縄県立芸術大学 近代・文化
歴 国宝2 琉球国王尚家関係資料 平18. ６. ９ 那覇市・那覇市歴史博物館
第２尚氏～
近代・政治
歴142 ジョサイア・コンドル建築図面 平18. ６. ９ 国立大学法人京都大学 近代・文化
歴143 銀板写真（松前勘解由と従者像） 平18. ６. ９ 北海道松前町・松前町郷土資料館
近代・科学
技術
歴144 万年時鳴鐘 平18. ６. ９ 株式会社東芝
江戸・科学
技術
歴145 銀板写真（田中光儀像） 平18. ６. ９ 個人
近代・科学
技術
歴146 銀板写真（黒川嘉兵衛） 平18. ６. ９ 個人
近代・科学
技術
歴147 銀板写真（遠藤又左衛門と従者像） 平18. ６. ９ 横浜市・横浜美術館
近代・科学
技術
歴148 銀板写真（石塚官蔵と従者像） 平18. ６. ９ 個人
近代・科学
技術
歴149 長崎奉行所関係資料 平18. ６. ９ 長崎・長崎歴史文化博物館 江戸・政治
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指定件数150（国宝２　尚家関係資料はカウ
ントしない）
Data.7「文化財保護法」第43条
第１項　 重要文化財に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為をしようとするときは、文
化庁長官の許可を受けなければならない。ただし、現状の変更については維持の措置又は非常災害
のために必要な応急措置を執る場合、保存に影響を及ぼす行為については影響の軽微である場合
は、この限りでない。
第２項　前項但書に規定する維持の措置の範囲は、文部科学省令で定める。
（以下、３－６項は略す）
